
         

 

  

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                   

   

物の豊かな時代、心の豊かさが見過ごされることがあります。心を感じら 

れなくなってしまうことは、一番の不幸ではないでしょうか。心こそが大切 

だと思います。 

 ありがとうの語源は、「有り難し」からきています。「有り難し」とは、本来「有ること」が「難

い（かたい）」、すなわち「滅多にない」や「珍しくて貴重だ」という意味でした。これは、「当

たり前ではない」と言うことです。 

しかし、子どもたちを見ていると、お父さんやお母さん、祖父母、兄弟姉妹やお友達に「わかっ

てくれてあたりまえ」「してもらってあたりまえ」と言う思いが強いように感じます。日々の生活

の中で、あたかも「あたりまえ」に過ぎていく中に、多くの人に支えられたり、お陰様であったり、

貴重で得難いものを得ていることがたくさんあるのではないでしょうか。このことに気づかせ、感

謝する心を学校・家庭・地域が一体となって育んでいきたいと思っています。 

「ありがとう」と素直に自分の思いを伝えることで、私たちの心は温かくなります。その言葉を

受けた側も心が温まります。心の温かさや喜び、感動といった幸せな気持ちを感じる時間を増やし

ていきたいものです。 

口に出せば元気になるし、耳に入れば勇気が湧いてくる、       

感謝できるから幸せになる、「ありがとう」は、魔法の言葉 

だと思いませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

（校長 田窪 佳寿子） 

    

                 

  

平成２６年１２月１日 

 

『ありがとう』 ～感謝の気持ちを忘れずに～ 

   
 

 

 

  

 

＜２学期を振り返って＞ 

２学期は、運動会、修学旅行、遠足、社会見学、地域の方々との交流、避難訓練、集会発表等、学

校行事が目白押しでした。子どもたちは、たくさんの行事、日々の学習や活動、友だちとのふれあい

を通して、新しい自分を見つけ、かけがえのない自己や仲間の存在に気づいたことでしょう。 

今年もあと１ケ月。冬休みも間近です。何かとあわただしい年末ですが、できればその忙しさに子

どもを巻き込み、お手伝いをしっかりさせ、家族の一員としての自覚を持たせたいものです。 

そして、除夜の鐘を聞きながらこの１年の幸せに感謝し、反省すべきことは反省し、新年に向けて

思いをしっかり持たせてもらえればと願います。本当に多岐にわたり、ご支援ご協力ありがとうござ

いました。                               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

              

１日（月）登校指導、安全点検 

５年新日鉄住金見学 

教育相談（ＳＣ；12時 30分～） 

 ２日（火）☆Ｐコーラス(音楽室;19時 30分～） 

 ３日（水）いじめなくそうデー 

          西脇ブロック人権教育研究発表会 

 ４日（木）集金日 

 ５日（金）集金日、人権教室(４年) 

☆図書ボランティア 

 ６日（土）家庭科作品展(市民会館) 

７日（日）家庭科作品展(市民会館) 

 ９日（火）県学習到達度調査(４年～６年) 

      ☆Ｐコーラス(音楽室;19時 30分～） 

１０日（水）学力向上タイム(５限；全学年) 

１１日（木）持久走（１年；本校） 

１４日（日）★市Ｐ合唱際（市民会館小ホール） 

１５日（月）登校指導、☆図書ボランティア 

１６日（火） 校内マラソン大会(２～６年) 

１７日（水）学力向上タイム(５限；全学年) 

下校指導 

１８日（木）校内マラソン大会予備日 

１９日（金）教育相談（ＳＣ；12時 30分～） 

２０日（土）☆しめ縄づくり(子どもセンター) 

２２日（月）給食終了、◆ 冬至 

２３日（火）◆天皇誕生日 

２４日（水）２学期終業式、大掃除 

            全校児童は 11時 30分ごろ下校予定 

２５日（木）冬季休業開始 

３１日（金）◆ 大晦日 

 

＜１月の主な行事＞ 

８日（木）３学期始業式 

９日（金）給食開始 

１０日（土）子どもセンター行事（お餅つき大会） 

１４日（水）Ｐ運営委員会(会議室； 19:15～) 

１１月８日 ～西脇地区ふれあい祭り～ 

 

本校からは、１年生と４年生が 

参加しました。日本舞踊、よさこ 

い、バトン、少林寺拳法、太鼓等 

で参加した人もいます。 

地域には、芸達者な方がたくさん 

おられ、子どもも大人も楽しいひと時を過ごすこ

とができました。地域の方々とこのようなイベン

トを通して、ふれあう機会を持てることは、子ど

もたちにとっても貴重な体験になると思います。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

    

 

    ＜学校表彰受賞＞ 

「第４７回私たちのくふう展」において、和

歌山県発明協会より学校表彰を受賞しまし

た。２年生から６年生まで各学年とも複数の

出品があったこと、また電気的や機械的な動

きのある作品が多いということ、今後も科学

のおもしろさを追求してほしいという願い

も込められての受賞でした。出品した人数は

合計５６名で、そのうち１４名が入賞しまし

た。入賞者の中の１名は、雑賀技術研究所会

長賞に選ばれ、全国大会に出品されることに

なりました。 

 

 

 

これからも、今まで以上に勉学に励み、多

くの「発明・考案」を創造してくれればうれ

しいです。 

冬季の服装について 

      登校中、防寒のための上着、手袋、

マフラー、ネックウォーマーなどはか

まいませんが、校内では、はずして生

活します。ポケットに手を突っ込んで

登下校する子どもには、とっさのとき

に対応できるよう、ポケットから手を 

だすように指導しています。 

ご家庭でもご指導お願いします。 

  

 

１２月 

行事予定 
 

 

 


